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　先生方におかれましては、平素より厚生労働科学研究費補助金（循環器疾患等生活習慣病対策総合研究事業）研究課題である「腎疾患重症化予防のための戦略研究（FROM-J）」へ多大なるご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
　平成20年10月15日をもちまして、本研究の参加かかりつけ医および参加者の登録が終了いたしました。最終的には全国49医師会より559名のかかりつけ医の先生方にご参加いただき、2490名の参加者登録をいただくことが出来ました。目標としていた登録数をほぼ達成することができ、関係者の皆様には厚く御礼申し上げます。
　今後は、クラスターランダム法により割り付けられた介入方法で研究を行ってまいります。参加者登録終了後の10月16日に、医師会毎に介入A群（通常介入群）、介入B群（強介入群）へ割り付けが行われ、平成20年10月20日より介入が開始されました。今後は平成24年3月まで約3年半にわたり観察を行う予定です。

　介入A群ではかかりつけ医による「CKD診療ガイド」（日本腎臓学会発刊）に沿った診療が行われます。
　介入B群では、上記の診療に加え、１．参加者への受診促進支援サービス、２．管理栄養士がかかりつけ医の下で行う定期的な「生活・食事指導」、３．かかりつけ医への診療目標達成度のフィードバックが介入として行われます。
　介入A群、介入B群のいずれにおいても、「CKD診療ガイド」において腎臓専門医紹介基準に達した参加者は、かかりつけ医より腎臓専門医へ紹介されます。特に介入B群ではデータセンターから基準に達した患者さまの腎臓専門医への紹介促進があり、より連携の強化がはかられることとなります。
　以上により本研究では、１．受診継続率、２．かかりつけ医および腎臓専門医の連携達成、３．CKDステージの進行率、の３点を介入A群、B群の2群間で評価する予定です。
　腎臓専門医の先生方におかれましては、本研究の主旨をご理解いただき、研究成功のためにぜひともご指導、ご協力を賜りますよう、どうぞよろしくお願い申し上げます。
　なお、本研究の詳細についてはFROM-Jホームページに掲載されております。

　ログイン方法が日本腎臓学会のホームページに掲載されておりますのでご参照下さい。
